
ショートショート　其の一 
フィクション？かな 

三号線の 美女

こ
れは、ちょこっと昔のお話しじゃ。


　久留米市の国道三号線が西鉄久留米駅から
筑後川まで片側１車線だった頃。 

西鉄久留米駅から鳥栖方面へ向かって車を走
らせていると、西鉄くしわら駅から三号線へ出る
小道に、独りで立つ女性が見えた。三号線を横断
しようとしているらしい。 

走っていると、段々と姿が見えてくる。身体に
ぴったりの黒いスーツを着て、シャツは白。黒い
ハイヒールで、書類入れらしいバッグも黒。はっ
とする様な、スリムでとても美しいフォルムだ。
背中までの黒髪が風で揺れているが、髪の毛で

顔が良く見えない。早く真横に行って顔を見てみ
たい。 



いよいよ間近になって、顔を見ようとした直前
に対向のトラックが遮った。 

トラックが通り過た瞬間、女性を見ると、そ
こにはハゲ頭のステテコのおじさんが独りで立っ
ていた・・・ 


	プロローグ
	ショートショート 其の一 フィクション？かな
	三号線の美女
	作者について



